














（2026年 4月発行）

概 要 版

島根県
島根県 政策企画局 政策企画監室
〒690-8501　松江市殿町1番地　TEL: 0852-22-5093 / FAX: 0852-22-6034
E-mail: seisaku-kikaku@pref.shimane.lg.jp　URL: https://www.pref.shimane.lg.jp/

（2026年4月発行）

令和7年度（2025年度）-令和11年度（2029年度）

人口減少に打ち勝つための
総合戦略
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島根創生は、第２期へ。
　島根県では令和２年（2020年）３月に「島根創生計画」（計画期間：令和２年度（2020年度）～令和６年度
（2024年度））を策定し、人口減少対策、地方創生などの島根創生の取組を進めてきました。
　それぞれの取組については着実に成果を上げ、前進していますが、多くの課題が残されています。
　このため、令和７年（2025年）３月に「第２期島根創生計画」（計画期間：令和７年度（2025年度）～
令和11年度（2029年度））を策定し、引き続き、島根創生の取組を進めていきます。　

計画の構成

県が実施する対策
　『県が実施する対策』は、「人口減少に打ち勝つための総合戦略」などの３つの柱と、「活力ある産業をつくる」
などの８つの基本目標で構成し、基本目標ごとに政策・施策を設けて、取組を進めていきます。

国に求める対策
　合計特殊出生率を引き上げ、かつ、人口の社会減を減らすために、一地方では解決できない日本社会、
日本経済全体の課題（物価上昇等によるコスト上昇分を価格転嫁できる取引環境の整備や東京一極
集中の是正等）について、『国に求める対策』として盛り込み、国に求めていきます。

　県が実施する対策を着実に実施し、国に求める対策が国により実現していくことで、島根創生を力強く進めて
いきたいと考えています。

島根県の将来人口の推計（島根県人口シミュレーション2025）

④ 第 2期島根創生計画の目標
　　　　　　　　　　　　　  （2025）

　 第 2期計画と第 1期計画の差
　 （③‐④）

③ 第 1期島根創生計画の目標
　　　　　　　　　　　　　  （2020）

② まち・ひと・しごと創生
　 島根県総合戦略の目標（2015）

① 特段の対策を講じない場合
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「誰もが、誰かの、たからもの。」
そんな人のつながり、あたたかさがある暮らしです。

島根には、自然と歴史の中で営んできた、

人々の豊かな暮らしがあります。

この人間らしい、温もりのある暮らしを、ここで営み続けたい。

未来の子どもたちへ、大切に贈り届けたい。

日本中の多くの人へ、島根にしかない暮らしを知ってもらいたい。

「笑顔あふれる しまね暮らし」を守り、育て、

未来へつなげていくため、

引き続き、　　　　　  　 を進めてまいります。「島根創生」

目指す将来像

　県民一人ひとりが愛着と誇りを持って笑顔で暮らせる『島根の暮らし』を守り、その暮らしを次の世代に
引き継いでいくため、目指す将来像を上記のとおり描きます。

若者が増え、次代を担う子どもたちが増えることで活気にあふれ、
県民一人ひとりが愛着と誇りを持って幸せに暮らし続けられる島根

第２期島根創生計画の目標（総合戦略の数値目標）
　次の世代にも「笑顔で暮らせる島根」を引き継いでいくためには、人口減少につながる要因である自然減と
社会減を改善していく必要があります。
　このため、第２期計画においても引き続き、「合計特殊出生率2.07」と「人口の社会移動の均衡」を長期の
数値目標として掲げて、人口減少対策に取り組んでいきます。

「島根らしさ」のキーフレーズ

　他の地域に誇れる島根の良さや魅力である「人のつな
がり、あたたかさ」について、

をキーフレーズとして、県内外に発信しています。

　文中の「さりげないけど、ほっとかない」、「一生懸命生きる
人を応援」するなど、県民の皆様に生活の場面をイメージ
しながら受け止めていただければと考えます。

　様 な々政策のべースとなるものとして、県民の皆様と共有
していきます。

　2130年時点での県人口を、37.7万人
と推計しています。
　長期の数値目標である合計特殊出生率
2 .07と人口の社会移動の均衡が達成
された後も、高齢者の方が多い人口構成
により死亡者数が高い水準で推移する
ことが見込まれるため、一定期間、人口
減少が続くこととなります。
　この推計値を少しでも上回るよう、取組
を積み重ねていきます。

Ⅰ 活力ある産業を
つくる Ⅱ 結婚・出産・子育て

の希望をかなえる

Ⅲ 地域を守り、
のばす Ⅳ 島根を創る人を

ふやす

生活を支える
サービスの充実
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Ⅴ 健やかな暮らしを
支える

Ⅵ 心豊かな
社会をつくる

安全安心な
県土づくり
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Ⅶ 暮らしの基盤を
支える

Ⅷ 安全安心な
暮らしを守る

数値目標 現況値 目標値
合計特殊出生率
人口の社会移動

2023年　 　  1.46
2024年　▲1,110人

2029年　   1.63
2029年　▲763人

長期の数値目標

目標値（長期の数値目標を達成するために、第２期計画期間に実現すべき目標値）

合計特殊出生率

　「誰もが、誰かの、たからもの。」

2045年までに2.07  （人口を維持する水準）
2040年までに均衡  （±０）人口の社会移動

［  ］

A 合計特殊出生率を引き上げるために B 人口の社会減を減らすために
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